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対象：昭和 22 年試案，昭和 27 年試案，
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対象：生活科教科書；平成 27 年度版（平成 20
年改訂，[H27]），平成23年度版（平成20年
改訂，[H23]） 
























































































単元四　機械と道具のはたらき　身辺にある機械 ・ 道具について， その構造 ・ 機能を理解し，
これに慣れ親しみ， すすんで改良の工夫をする態度を養う． １， 磁石でいろいろなものを引きつ
けて遊ぶ． ２， キビガラ ・ ヤマブキのしんで作った豆人形の足に， ブリキ板の小片をはりつけ，
画用紙にのせ， 下から磁石をあてがってすもうをとらせる遊びをする．
2
単元四　機械と道具のはたらき　児童の身辺にある機械 ・ 道具についてその構造 ・ 機能を理解
するとともに， これに慣れ親しみ， その取り扱いを身につけ， すすんで改良の工夫考案をする態






５． ａ． おもちゃや簡単な道具のはたらきに興味をもって使う． ｂ． 身近にある機械や道具が役
にたっていることに気がつく．
2
５． ａ． おもちゃなどのしくみや動かし方に興味をもつ． ｂ． 簡単な道具のはたらきやしくみを知っ





（３） おもちゃや身近にある道具で遊び， それらの使い方や作り方をくふうし， 簡単な事実に気づ
くように導く． ア　風で動くおもちゃを調ベる． イ　はねの飛び方を調べる． ウ　噴水の水の上がり




的な事実に気づくように導く．  ア　水車の回り方を調べる． イ　物の浮き沈みに関心をもつ． ウ　
こまの回り方を調べる． エ　やじろべえのつりあいを調べる． オ　落下さんの飛び方を調べる． カ　






Ｂ　物質とエネルギー  （１） 花や実などに含まれている汁 （しる） の性質を理解させる．（２） 物
には， かさと重さがあり， 大小， 軽重の違いがあることを理解させる （ 砂車， シーソー）．（３） 磁
石が物を引きつけることを理解させる．（４） 日光による影のでき方を理解させる．
2
Ｂ　物質とエネルギー　（１） 物には， 水に溶けるものがあることを理解させる （せっけん， 物）．
（２） 空気のあることを理解させる．（３） 流水や風で車を回すことができることを理解させる．（４）







（４） 動くおもちゃを工夫して作ったり動かしたりさせながら， 風， ゴムなどのはたらきに気付かせ
る．  （５） 磁石を使った活動を工夫させながら， 磁石に付く物と付かない物とがあること及び磁石
のはたらきに気付かせる．
2
（４） 空気を入れ物の中に閉じ込めたり， 水の中に入れたりさせながら， 身の回りには空気があ
ることに気付かせる．（５） おもりで動くおもちゃを工夫して作ったり動かしたりさせながら， おもりの
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その他 ジェットカ― 木のぼりおさる 木のぼりおさる
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 — 学校生活科第２学年 「おもちゃ作り」
生活科における身近なものを使った遊びの工夫──第２学年「おもちゃ作り」──
11
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ころりん おいもころころ ゆらゆらにんぎょう ゆらゆらにんぎょう















㻝㻡 㻝㻟 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻞 㻝㻜 㻠 㻠
㻟 㻠 㻜 㻜 㻠 㻟 㻡 㻠
㻞 㻞 㻜 㻜 㻢 㻡 㻟 㻟




































人にむけない． 人にむけない． × × × ×
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 平成 29 年３月公示の次期学習指導要領では，不
思議さに気付くことを知識及び技能の基礎，遊びを
工夫してつくることを思考力･判断力･表現力の基礎，
さらに「遊びを創り出そう」とする力を学びに向か
う力と位置付けている。教科書においても，さらな
る活動や体験の充実が求められるであろう。 
 
【注】 
１）活動を繰り返したり対象とのかかわりを深めたりする
活動や体験の充実こそが，気付きの質を高めていくこと
につながるとされている（文部科学省，小学校学習指
導要領解説，2008, p.48）．生活科の「気付き」に関し
ては，以下の報告がある（岩間・松原，2015；2016a）
また，理科に関しては，以下の報告がある（松原・
岩間，2016b） 
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